
明冶神宮宮域赫の植物社会学的研究

皿　調査結果

1　植物群落単位

A　常緑広葉樹林

　明治神宮の林苑造営にさいしての当初の目的は，

シイ，カシなどの在来の常緑広葉樹による，密生

した森林を形成し，境内を森厳に保つことであっ

た。植栽に用いられた樹種はスダジイ，クスノキ，

シラカシ，サカキなど様々な種類の献木であった。

しかし，立地に適合しない植物は消えて，50年後

の現在，一応，常緑広葉樹林の形態を示している

（Fig．9）。

（1）　クスノキースダジイ群i落

　　α％ηα彫0吻％駕6α彿帥07α一Cσε如η0ρSZS　6πε一

　ρ～4α如var．　sz6ゐ。妨3－Gesellschaft（Tab．3）

　スダジイ，クスノキ，シラカシなどの常緑広菓

樹によって形成された森林は，クスノキースダジ

イ群落としてまとめられた。群落の高さは8～17

mであり，発達した林分では20mにも達している。

森林構造は4層で構成され各階層に常緑性植物が

優占している。高木層の構成種にはスダジイ，ク

慧

蓼

Fi跡9・大鳥居付近の樹林（クスノキ，スダジイ，ンラカシなどが生育している）

　　　Waldbestand　be1船gτo昼en・Torli　mlt　immergrunen　Laubbau燃en　wie　O伽劒。究π謝30痂魏。プ4，0αs娩30ρsゴ3

　　　α43ρf4α云ζz　var．3ゴ8う014fゴ，　Q露θノ。露32πン73ゴ％σゆ1ゴσund　anderen　Arten。
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スノキ，シラカシが多く，とくにスダジイとクス　　が，同時に，草本層の夏緑性草本植物の生育にも

ノキの三度が高い。常緑広葉樹では他にタブノキ　　影響を及ぼしている。低木層に最も顕著な種類は

がある。夏緑広葉樹にケヤキ，ウワミズザクラ，　　アオキ，ヒサカキ，サカキ，ネズミモチなどの常

コナラ，ミズキなどが生育するが個体数は少ない。　熱性木本植物が難度・常在度とも高く，シロダモ，

かつて造営当蒔は植林されていたヒノキ，クロマ　　モチノキ，ヤツデなどは難度が少ないが常在度が

ツ，アカマツなどもわずかの難度で残存している。　高く，各林分にまんべんなく生育している。夏緑

亜高木層は8～1Gm内外の高さで，難度は多くの　　広葉樹ではムクノキ，ミズキ，イイギリ，イロハ、

場合に50％以下である。また欠ける林分も多い。　　モミジなどの幼樹が点在して生育している。

この階層では耐陰性の強いサカキの植被率が最も　　　林床の植被率は低木層の場合と同様に，林分に

高く，他にモチノキ，アカガシ，アラカシ，ヤブ　　よって差が大きい。：草本層の植被率は60％内外で

ツバキなどが見られるが個体数は少ない。一般に，　あるが，低木層が密生したところでは低く，極端

上層が優占すればそれにつづく下層の難度が少な　　な場所では5～20％しか生育していない。草本難

いのが普通である（Fig．10，12，14）。　　　　　　　に生育する代表的な植物は，常緑性のものではジ

　低木層は高さ平均3～4mであるが，植被率は　　ヤノヒゲ，ビナンカズラ，キヅタがあげられる。

各林分に差があり，30～40％と60～80％の間に山　　とくにつる性のキヅタが難度・常在度ともに高い。

がある。この差は多くは上層の繁茂に関係がある　　一方，ヤブコウジ，ヤブラン》オオバジャノヒゲ，
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ベニシダなどのように，関東地方に生育するスダ

ジイ林やタブ林にごく普通に出現する種群が，ま

だ林苑内にきわめて少ないのは注目すべきであろ

う。常緑性の木本類ではシラカシ，ネズミモチ，

シロダモ，モチノキなどの芽生えが目立つ。また，

シュロの実生が草本層に数多く生育しているのも

特徴的である。夏緑性や陽性の林床植物は，林内

照度に関係して出現しやすい。林床に生ずる陽斑

点に対応し，アズマネザサ，ヘクソカズラ，ナツ

ヅタ，チヂミザサ，ミズヒキ，クサイチゴ，アマ

チャヅルなどが低被度ではあるが高い常在度で生

育している（Fig，11）。

　出現病数は，林分によって差が大きく，最低28

種，最高56種が記録された。しかし，大部分の林

分は41～48種に集中している。

　クスノキースダジイ群落は，以上に考察された

ような構造と種継成をもっているが，得られた47

の調査資料を種の組合せに重きをおいて分類する

と，a～dの4つの下位区分が可能である（Tab．

3）。区分種の多くは，林床に見られる，夏緑姓

愈傷

無
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の木本植物や草本植物である。下位群落aはアズ

マネザサ，チヂミザサ，エノキ，コブシ，ミズヒ

キ，クサイチゴ，アマチャヅル，ムラサキシキブ，

トコロなどで，他のb，c，　dの下位群落から区

分されるaを典型下位群落としb～dてをクサイ

チゴ下位群落とした。aの典型群落は木本層に主

として常緑広葉樹の植被率が高い結果，好陽性

の植物の生育がおさえられたためと考えられる

（Fig．　13）。

　下位群落の。，dはさらにイノコズチ，エゴノ

キ，ゼンマイ，フジ，ガマズミなどの種群を共有

し，下位群落のdはさらにヤマノイモ，マユ㍉

ニワトコなどの種群が加わる。すなわち，区分種

の数はa→dの順序で段階的に多くなり，同時に，

出現種数もこれにほぼ並行して増加している。こ

れらの区分種群の多くは林縁生のつる植物や二次
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林の低木類であるが，いずれも好陽性の種である

ことから，畿内の光環境はd，c，　b，　aの順序

に照度が低下し，本来の常緑広葉樹林に近づいて

いることが判定される。

B　夏緑広葉樹林

　神宮林苑内における森林では，シイ・カシ類を

主とする密生した常緑広葉樹林とは対象的な明か

るい夏緑（落葉）広葉樹林の占める割合も大きい。

とくに内苑の樹林は，造成当時にすでに生育して

いたコナラやシデ類を保護・育成したものであり，

これらは現在群落高が15～20mに達する発達した

樹林となっている。
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（2）　イヌシデーコナラ群落

　　Cαゆ加％s∫so乃。κos誠一Q錫θπ％3　s67γα如一

　Gesellschaft（Tab．4）

　イヌシデーコナラ群落は高木層にはコナラ，イ

ヌシデが多く，三種は高木層の植被のほとんどを

占めている。他にはミズキ，ムクノキ，イイギリ，

コブシ，ウワミズザクラなどの夏緑性高木が共存

している。亜高木層は高さ6～10mであるが，あ

まり発達せず，被度は10～30％の林分がほとんど

である。亜高木層の構成種にはイロハモミジが最

も高い常在度で生育し，次いでミズキ，ムクノキ，

イイギリなどの，まだ高木に達しない樹種も含ま

ぎ∴

・蕊

醗’¶

轟

総
出

’、

「・；．

れている。

　低木層は，夏緑広葉樹は少なく，むしろ，アオ

キ・，ネズミモチ，ピサカキ，シュロ，シロタモ，

サカキなどの常緑性の樹木が呼野。群度とも高く，

生育している。なかでもアオキの被度はきわめて

高い。夏緑性の樹木ではムクノキ，コブシ，イロ

ハモミジ，ムラサキシキブなどが目立ち，高木層

溝成種のミズキ，コナラなどの幼樹の生育は悪い。

：草本層は，アオキの密生の影響を受けて，ジャノ

ヒゲ，シュロ，シロダモ，キヅタなどの耐陰性の

強い種の常在度が高い。しかし，全林分を通して

アズマネザサの十度が高いのは関東平野の二次林

や他の夏緑広葉樹林に共通している（Fig．15）。
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　イヌシデーコナラ群落は種の組合せによってい

くつかの下位群落に区分される。まず，低木層に

ヤマツツジ，ナツハゼが出現する群落単位と，ミ

ズキ，ムクノキが出現する群落単位に大きく匿分

される。前者の区分種は元来，アカマツ林の構成

種であり，一般に立地の貧養性を指標する。イヌ

シデーコナラ群落の他の林分はミズキ，ムクノキ

で二分される下位群落に含められる。この下位群

i落はさらに，ヤマウルシ，フジ，ツリバナ，ウメ

モドキ，ヤマザクラ，ニシキギなどの特徴的な群

落による単位と，常緑広葉樹のヤツデ，モチノキ，

ヤブニッケイで区分される，やや遷移の進んだ群

落単位に下位区分される。前者は内苑にのみ見出

され，それらの種群は》関東平野では比較的稀な

種類である。ヤツデ，モチノキ，ヤブニッケイで

区分された下位群落はさらに，チヂミザサ，クサ

イチゴ，アマチャヅル，ミズヒキ，ホウチャクソ

ウ，イノコズチなどを有する群落単位に下位区分

される。これらの種群は，立地が適潤な土壌条件

下にあることを指標している（Fig．15，16，17）。

　群落構成種には以上の区分種牛のほかに，エノ

キ，イヌザクラ，カマツカ，サワフタギ，サンシ

ョウなどの夏緑広葉樹林に特有な種類も見出せる

が，個体数は少ない。また，つる植物の被度が小

さいのはある程度の人為的管理の結果によるもの

と考えられる。

ズキ，コブシ，ウワミズザクラなどの夏緑広葉樹

が多い。常緑樹ではシラカシが目立っている。亜

高木層にはサカキ，イロハモミジ，イヌガヤなど

がみられる。低木層はアオキ，ヒサカキ，ネズミ

モチ，ヤツデ，チャノキなどの常緑植物が多いの

も神宮林内の他の群落と共通している。草本層に

はジャノヒゲ，キヅタ，ヘクソカズラ，アマチャ

ヅル，ナツヅタ，イノコズチ，クサイチゴなどの

林苑内に広く分布する種で占められている。

　ケヤキに結びついている区分種には，イヌガヤ，

トチノキなどがあげられるが，この結びつきの要

因はいまのところみあたらない（Fig．18）。

　林苑全域の潜在自然植生と考えられる常緑広葉

樹林への復元の程度は，次に述べるトウカエデー

イチ鷺ウ群落と比較するとケヤキ群落の方がやや

遷移が進んでいるといえる。すなわち，モチノキ，

ヤブツパキ，ネズミモチ，シロダモなどの常緑広

葉樹の被度・抄写共にケヤキ群落の方がトウカエ

デーイチョウ群i落よりも高い。　また，　ミドリヒメ

ワラビ，イヌワラビなどの種の常在度が高いこと

から，土壌の水分条件は適湿であることが判定さ

れる（Fig．20）。

（3）　イヌガヤーケヤキ群落

　　CのんαJo如耀sんα77加8’oπゴα一Z61々。躍3677α一

　如一Gesellschaft（Tab．5）

　ケヤキは林苑内では比較的広く植栽されている。

このうち，ケヤキが優占し，イチョウ，カツラな

どの植栽樹種を含まない部分をケヤキ群落として

まとめられた（F童g．19）。

　ケヤキ群落の構成は，他の植栽林と特別きわだ

った特徴はない。高木層にケヤキ，ムクノキ，ミ
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c　植栽樹林

　境内には在来の植物による林苑のほかに，当時

外国より購入された樹種による林苑造成も行なわ

れた。これは，造営当時献納された樹種に多数の

観賞用の樹種が含まれており，これらの利用とい

う理由もあるが，一方，造園学的な立場から，懇

懇ならびにそれにつづく広い芝地を含めた神宮域

の全体的な計画の一環として行なわれたものと考

えられる。

（4）　トウカエデーイチョウ群落

　　・46θ7ろ％醐9碗伽羅甥一α％々go醒。うα一GeselL

　schaft（Tab．6）

植栽された夏緑性の樹木はイチョウ，トウカエ

デ，ケヤキなどであるが，この群落はとくにイチ

ョウとトウカエデが区分種である。

　高木層は高さ8mから15～16m内外までに広が

り，主にイチョウとケヤキの欝欝率が高い。他に

トウカエデ，アオギリおよび在来のミズキが見ら

れる。高木第2層の植被率は極端に低く平均20％

である。イロハモミジ，ミズキなどの個体数が多

く，また欝欝に植え込まれたサカキが7～8mに

達している。低木層にはイヌシデーコナラ群落と

同様に，常緑性低木が繁茂しているが，その中で

はアオキ，チャノキが多く，他にシラカシ，ヒサ

カキなどが点在して生育している。これらの常緑

木本性の植物の生育状態は，イヌシデーコナラ群

落の場合よりは良好ではない（Fig．21）。

　草本層は一般に明るく，クマザサ，アズマネザ

サなどのササ類でおおわれ，一見荒れた様相を来

している。主要な林床植物にはジャノヒゲ，オオ

バジャノヒゲ，ホウチャクソウ，クサイチゴ，チ
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ヂミザサ，アマチャヅルなどの林縁生の植物（ソ　　生立地に生育し，林内は明るい。後者は，木本層

デ群落構成種）がとくに頃立つ。草本層の植被率　　が密生しており，出現種数はきわめて高く，多か

は80％に達している。　　　　　　　　　　　　　　れ少なかれ多湿な条件下にある。

　トウカエデーイチョウ群落は種組成のちがいで，　　　トウカエデーイチョウ群落域は，御社殿の北方

クマザサの密生する下位群落と，ホウチャクソウ，　に位置し，比較的広い面積を占めている。また，

イヌワラビ，ナツヅタ，オオバジャノヒゲなどで　　東側と西側の境界地域にも帯状にこの群落域がみ

区分される下位群落に区分される。前者はやや乾　　られる。

Fig．2L　北池南に生育するトウカエデーイチョウ群落の畿内相観（アズマネササが繁茂し，林床の発達は悪い）

　　　Innere　Physlognomle　der、4‘θ7う露θ7987鋤z紛π・G㍑々goδ∫10∂α一Gesellschaft、　In　der　Bodenschicht　wachs亡

　　　P1θゴ。う1α3嬬。伽。，elneWiesen・Artdes　Arundmano　ch撫。・M三sca無the之欝欝sinensis．
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⑤　キハダーカツラ群落

　　P加」10吻π470％　σ彫膨脚s6－Cθ70毎ψ勿1伽駕

　ノ＠o鋤。％彿一Gesellschaft（Tab．7）

　わが国原産の樹木ではあるが，慮然分布が本調

査地．域よりやや離れているものにカツラとキハダ

がある。これらは林苑内の一隅に集団をなして植

栽されている。

．両種のうちカツラは，比較的生育状態が良好で

あり，高さ15～20mに達し，ケヤキ，キハダ，シ

ラカシ，スギなどとともに高木林を形成している。

高木第2層は30％内外の廻国で生育し，他の：夏緑

広葉樹の群落域と同様にイロハモミジが優勢であ

る。低木層にも，林苑全域に共通するアオキ，ピ

サカキ，シロダモ，サカキなどの常緑木本植物，

ムクノキ，イイギリ，イヌザクラなどの夏緑広葉

樹を伴っている。しかし，他の群落に多いサカキ

の被度は低い。草本層ではアズマネザサが局所的

に多い。また，ミズヒキ，ミドリヒメワラビ，ア

マチャヅルなどの好湿性植物が冤られる。

　このような種構成をもつ群落を，植栽種のキハ

ダ，カツラをとって，上記の群落名が与えられた。

このキハダーカツラ群落には他に特別な区分種は

みられない。

　キハダおよびカツラはわが国の夏緑広葉樹聖域

（ブナクラス）の渓谷沿いの斜面や湿生地に生育

する樹木である。爾種とも樹形が美しいため，し

ばしば庭園樹として植栽される。林苑形成の際に

寄進されたこれらの林木は，自生地の環境に近づ

けるために，沢状地を選んで群植されている。林

床の条件が陰湿適潤であるために，上記の草本植

物の他シケシダ，セントウソウ，イヌワラビなど

がわずかではあるが生育し，湿性立地を指標して

いる。

　常緑広葉植物による自然林への復元は7高木が

夏緑広葉樹であること，その結果林床にアズマネ

ザサが密生し常緑植物の再生がおさえられている

明治神宮宮域林の植物靴会学的研究

ことなどの理由から，その被度は低く，このまま

では森林発達には時間がかかるものと考えられる。

（6）　シケシダースギ群落

　　窺勿万％窺ノ砂0勉6％吻一C勿ゆ≠0彫θプゴαブ⑳0窺・

　6α一Gesellschaft（Tab．8）

　林苑内の地形は一般に平坦であるが，わずかな

凹状地や凶状地，または地下水の影響を受ける湿

生地を選んでスギが植栽されている。スギ林の高

さは18m内外であるが，高木のうっ閉度は低い。

しかし，他の夏緑樹によって樹冠はおおわれ，林

内は陰湿な環境を保っている。木本層の構成種に

はムクノキ，エゴノキ，ミズキ，ケヤキなどの夏

緑広葉樹が国立って多い。一方，他の中生立地上

の群落に多いイロハモミジ，サカキ，コナラなど

の被度はきわめて低い。低木層および草本層はア

オキラシロダモ，マユミ，ムラサキシキブなどの

低木に加えて，キヅタ，ビナンカズラ，アマチャ

ヅルりヤマノイモなどのつる性の植物が繁茂して

いる。林床は陰湿地であるため，他の群落には出

現のまれなシケシダ，クラマゴケ，コウヤワラビ，

ヤブマオ，ヌスビトハギが生じている。これらの

湿生立地を指標する種群を区分種としてシケシダ

ースギ群落にまとめられた。

　シケシダースギ群落内における常緑広葉植物の

生育は比較的遅れている。適湿地から湿姓立地に

かけてはシラカシ，シロダモ，アオキ，タブ，ヤ

ブニッケイなどの生育速度は早い。しかし，過湿

地ではこれらの樹種においても，生育が劣ってい

るため，ムクノ毛エノキ，ミズキなどの夏緑広

葉樹として，一定期間安定するものと考えられる。

スギは市街地や工場周辺での環境悪化に敏感であ

り，林苑内のスギの生育は枯死木なども多く全般

的に不良である。
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（7）　トチノキ群落

　　、46so％1％s魏ゆ吻α如一Gese1！schaf亡（Tab．9）

　わが国の夏緑広葉樹帯域（ブナクラス域）の渓

谷に沿って自生しているトチノキの林が林苑内に

見られる。このトチノキは，林苑造成の際に献木

（献木数は植栽当時の記録で47本）され植栽され

たものであるが，調査地のような気候の温暖な地

域においてもよく生育し，森林の高さは20mに達

している。低木層にはアオキやサカキ，ヤブツバ

キなどの常緑広葉樹の幼樹が混生している。しか

し，林内は明るくアズマネザサの被度が高くッイ

イギリ，アカメガシワ，エノキなどの陽性の夏緑

広葉樹が目立っている。

　トチノキは，本州中部では海抜700～1，600mの

範囲に分布し，山地の多雪地の渓谷林の代表的な

植物であるが，原産地の生育地は排水のよい湿潤

地であり，乾燥気候にも耐性があるものと考えら

れ，しばしば都市林や並木に植栽されている。

（8）サカキ植栽林

　　C1のアθ7σブ⑫o窺。α一Bestand（Tab．1G）

　林苑内の樹林下にはいたるところにサカキが生

育している。サカキは栄樹といい，古代より神事

に用いられ，また神社林に植栽されている。三種

の生育地は，海抜40◎～600mの山地で，常緑広葉

樹西域としては最も低温域に分布している。造営

当時献納されたサカキの数は約8千本に達してい

るが，神宮域の西方にはサカキの植栽地があり，

高さ約6mに達するほどの苗が多数育てられ，将

来の林苑造成や補植にそなえている。植栽地は上

層にクロマツ，ケヤキ，シラカシなどが疎林状に

生育しているが，その林内環境をたくみに利用し

ている。サカキは耐陰性が強く，半陰下での生育

はきわめて良妊である。

　サカキは一般に高さ10m内外にまで生育し，常
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緑樹林内では亜高木層を占める場合が多い。しか

し，十分生長したものは時には12m内外にも達す

る場合もある。

（9）モウソウチク林

　　P勿110s’α6勿s舵’6700ツ01αf．ρ助6soθ刃8－

　Bestand（Tab．11）

　林苑の西北部の一隅にモウソウチク林がある。

植生高は6～7mで一般に生育はあまり良好では

ないが，広葉樹林の多い林野の申で竹林は目立つ

存在である。

　モウソウチク林内にはエノキの幼木が散生する

他は草本植物が被度30％内外で生育している。と

くにつる植物が多く，アマチャヅル，ヤブガラシ，

ヒヨドリジョウゴ，ノブドウ，ヤマノイモ，ヘク

ソカズラなどが見られる。またチヂミザサ，ツユ

クサ，ハナタデ，ツボスミレ，ケマルパスミレな

どの小形草本植物が散生する。

　一般にモウソウチク林の土壌は発達した根茎と，

分解しにくい落葉が厚く堆積するため，柔らかい。

しかも半陰地であるため，地表面からの水分蒸散

が少なく，土壌水分に富む。また，植栽地が丘陵

の斜面下部の場合が多い。従って，立地は不安定

ではあるが，栄養塩類に窟み，好窒素性草本植物

が生育する。明治神宮の場合は，ほぼ平坦地にあ

り，しかも除：草管理も行きとどいているため，常

緑広葉樹林への復元は遅い。
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T3b．11． モウソウチク林

」Pゐy〃。ε’σσんy3ノ凄6’θ〆。σy（716　f。ρ鐸δ63‘6π5・Bestand。

Aufn。Nr．：

王）a之u魚d．Aufnahme：

Gr68e　d．　Probe旦ache（m2）：

H6he　d．　Strauchschicht（斑）：

Deckung　d．　Strauchschicht（％）：

H6he　d．　K：rautsch圭cht（m）：

Deckung　d．　Klrautschicht　（夕の：

Artenzah1：

調　査　番　号

調査年月　臼

調　査　面　積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層植被率
出　現　種　数

　1

’70

10

　6

100

　5

70

0．8

30

23

Trennart　d．　Gesellschaft：

　P翫yllosたzo海ン3海8’θ706ツ01αf．ρκδ630θπs

Schling－P猛anzeロ：

　σy㎎OS’8溺〃Zαρ6π∫妙乃y11Z‘，箆

　Cσツ7σだαゴ0ρ0㌶ゴ0σ

　SoJαπκ勉　1ア7αた4勉

　メ［吻61（ψ3ゴ3∂プ8〃砂64κπ‘銘1【z’0

　1勲43κ7αブαρ0πゴCα

　D’OSOO7eαブ＠02躍。α

　1）ゴ050078α　∫0ん0γO

　Pσβ46ア∫α　SOσ，34θπs　var．　，ησ’ア¢ゴ

Begleiter：

　06」彦∫εSゴ解”S∫εvar．ノ砂0痂α

の1‘S耀鮒3襯424」α≠加1魏svar．ブ⑫0癖。κ5

CO7π勉θκπα　00〃Z瀞Z麗πゴS

Ao海ン7σπ≠乃83ゴ⑫0π∫0σ

PO1ン80箆2〃πノ影1敏》772Zθ

0や海ゴoρogo％ノ妙ω2ゴ。駕s

」P剃y’oJσooσα規87∫oαπα

POly80πκ2πツ0々露SσゴαπZ4解

由7αo海ン04乞ρμs∫∂ア’2〃38ゴ

PoJ1∫σブ砂0，Z∫0σ

ノ生7σだζ写　θ1α’α

弱014　かθプ80κπ廊

V701α　々6∫3々θゴ　f．　o々κう。∫

Cα2Pθκsp．

群落区分種
　モウソウチク

つる植物

　アマチャヅル

　ヤブガラシ

　　ヒヨドリジョウゴ

　ノブドウ

　　ビナンカズラ

　ヤマノイモ

　　トコロ

　ヘクソカズラ

随伴種

　エノキ

チデミザサ

ツユクサ

イノコズチ

ミズヒキ

ジャノヒゲ

ヨウシ昌ヤマゴボウ

ハナタデ

シュロ

ヤブミョウガ

タラノキ

ツボスミレ

ケマルバスミレ

スゲ属の一種

S

K
S
K：

K
K
K
K
K

S

K
Iく

K
K
K
K：

K
I（

K
K
K
K
K
K

4・4

1・2

十

十

十

十

十

十

2・2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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D　林縁植物群落

　　（マント群落およびソデ群落）

　森林が裸地や下摺などの開放水域に接する立地

には森林をふちどるように低木やつる植物によっ

て林縁植物群落（Mantelgese玉1schaft）が発達する。

この林下群落は一般に陽生の先駆性の植物や，半

陰地生の低木植物によって構成される。さらにそ

の前面にはソデ群落（Saumgesellschaft）カミ発達す

る。わが国は雨量が多いためつる植物の生育はい

ちじるしく，林縁は多くの場合つる植物でおおわ

れている。

　林苑内にも各所につる植物を主とした林縁植物

群落が見られる。全般的にヤブガラシ，ヘクソカ

ズラ，トコロりやブマメなどのつる植物が広く生

育するが，立地のわずかな違いに応じた種の紐み

合わせでいくつかの群落が見られる。

⑳　カナムグラーコヒルガオ群落

　　π％勉％1％3soα多～4伽s－cα1y3’69’α加6θ7α06α一

　Gesellschaft（Tab．12）

　カナムグラーコヒルガオ群落はカナムグラ，コ

ヒルガオなどのつる植物，ハルジョオン，ヨモギ，

スギナなどの路傍生草本植物で他の群落から区分

される。群落高は低く0．5～1mで，被度はほぼ

1GO％に達する。ヨモギ群落に接してその背後に

位置し，定期または不定期に人為的な撹乱を強く

受けている。

　カナムグラーコヒルガオ群落はクズ下位群落と，

キツネノマゴ，アシボソ，ヒゴクサなどで区分さ

れるアシボソ下位群落に下位区分される。クズは

木質の根茎をもち，一般に，発達した森林が伐採

された直後にまんえんする。したがってこの場合

のように路傍植生に接してクズが優占することは

比較的稀である。アシボソ下位群落は不安定な立

地に生育しており，一年生草本植物が多い。この
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下位群落は，アキノノゲシーカナムグラ群集（奥

田　1978）に近似の植物群落である。

㈹　クサイチゴーアマチャヅル群落

　　R駕伽sぬ〃3％魏3－0甥03’6規勉αカθπσ一

　ρ勿〃％泌Gesellschaft（Tab．13）

　クサイチゴーアマチャヅル群落は森林内の道沿

いや，半陰の林縁，または林内の空所に生育する半

低木とつる植物で構成される群落である。アマチ

ャヅルとクサイチゴの被：度が高く，ドクダミうジ

ャノヒゲ，チヂミザサ，ミズヒキ，ハナタデなど

の耐陰性の強い箪本植物が見られる。立地は土壌

に落葉の堆積が多く，半陰で多湿である（Fig．22）。

種の組合せでいくつかの下位単位が記録される。

ヨツパムグラ下位群落は比較的乾性立地に生育す

る。シケシダ下位群落は対照的に土壌が最も湿っ

ている。ときにカナムグラの優占する組合せがみ

られる。典型下位群落は薗者の中間的な条件下に

ある。

　アマチャヅルは，カラスウリと同様に伸長した

茎の先端が，秋季地中にもぐり，地下茎を形成し

て越冬する特性をもっている。
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　　　　　　　　　野蓼　　　　　　　　い　
もド

　　　　　　　　雛襲鍔　難
　　　　　　　　．》　　　　瓢く　　∫聯；
　　　　　　　　ワ　がげ　ボ　　　　　蒸羅鋸ご義「懸
欝　　　励磁麟難．：箋．’

　　　動1鍔　　灘　　 鼎　一i蓼

　　・霧義懸馨俺鍔嘆－
砺　　　　　　　　　航　　頂　　醗

　　　　ゑ　　　 ゑ　　　　　　　　ミ
　　・灘遜譲　　　　・　磁野　灘
　　　「ヒ　　　　　　鷺　　　　ド『　箒
　　　ゆド　　　　　　　げいアニ　
　　　　　慨議灘バ籔愚　内
　　　　　　に　　　　　の　ドじざリ　　　　サヘ　　　　ロ　げ　　　、・塞1驚灘罎鞍
　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　じ　ギ　　　　　　　ケ　　　　　

　　　・碍　　　　撚・褻無畿
　　　　　　　　　塗　　　　㌧　噸
　　　・　縛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　臨轟轟。論難襲蹴，

藝翁

蒙

臨再
c躯奏撫墜

’零　　　　　髭ソ「

糧1灘・
い　　　　　　　　　岬
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⑫　カラムシーカラスウリ群落

　　β0θん卿θησ％ψ0鴛0窺び6α一丁7κ加Sα％漉6S

　o％o％勉θ名ozo16s－Gesellschaft（Tab．14）

　カラムシ切ラスウリ群落は夏緑性の植栽樹林

内や常緑広葉樹林内の空所や林縁に生育するつる

植物群落である。アオキ，チャノキ，アズマネザ

サなどの低木におおいかぶさるようにカラスウリ

難

鰻藩

一1謎1騨
響．

　甜群

響

Fi竃．23．

欝欝轟灘
鍵欝

　　　〃　　　　　　　覧緒
　　　譲㍗　　　　　　　　　　　　’

　　　　ふ　　　ヘマれ

響灘
画＼　　　　　滞φ／M、

　　　　物　　　蜘　飛
　憲

　叢叢　・
　　　蜘峨　　N

　　謎　　冠　　　脇
　　ぎ　　　サひ
　ひぶ　　　　　　ズ

ー諺響｛
　　縣　　　　　　　　ヂ

　　　　犠》畔撫議　　　須　　　　　熟
　ゲがゐ
　　も　　　　ザ
　．塾　　一
　　ゆ　　ピ廻話

　　　　な　　さ
　　　　霧
駅　　　　難　　翼
聾　　　　　’　　　　　￥

　　　　／　　グ

　養　が　一議骸

が繁茂している。カラスウリの被度は高く，群落

の生育の最盛期にはほぼ100％に達する（Fig．

23）。

　群落構成種は，カラスウリに優占されるため比

較的少なく，13～17種である。つる植物にはアケ

ビ，トコロ，ビナンカズラなど森林生のものが多

い。したがって，つる植物群落としては群落遷移

の最も発達した段階に兇られる。

鰯難難麺譲籔灘繕

郷離離麟籔
　　　　　　頬驚劉誘驚慧三螺譲鍵馨
　　　　　　　　　　　　　輝　　　　　　　晒　　　♂　　　　　鼻翼二　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルお
　　　　　　　　　　　　　　　罷職　　　駕　　　　鰭　　薮κ　　．

　　　　　纒鷲羅羅灘叢灘翻
　　　　　　　　　　　ヴへ　　　　　　　識　　・　vビ　　　　　　　／・　猛｛　　徽縦撒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膨へ　　　　　厭　。，　　　。　　・　　襟　　　謹
　　　　　　　冴＼

／繋縛さ　総懸麟滋

攣黙嘱

　鷺

蟹犠

　　　　。騨㌦　騨ハ、
vマ／　㍉芦　妙

芸鷺　健騨
肝　麺　　　・

％恥

繊

蓬蕪

鍵

蠣灘
篭㍗聡慧

羅蕪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論難泌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　譜　　鯨　華鑑＿．

林縁に生育するマント群落（カラスウリ，ヤブガランなどのつる植物が見られる一代々木公園付近）

Am　Waldrand　wacぬsende　Mantelgesellschaft　m1亡den　dommanten　L三anenp且a韮zen　w三e　T7娩03碗13θ3

6駕。観zθプ。躍θs，Cのr／6伽ゴ⑫oπゴ。σ（U孤gebung　des　Park：s　Yoyo9三）．
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明治神宮宮域林の植物社会学的研究

Tab。14．　カラムシーカラスウリ群落

　　　　　　　　βoθ1診卿θ7勿卿ρo箆。箆勿θα・T〆ゴ。ん03α窺乃θ36忽。鐸〃露670ゴ463・Gesellschaft，

Aufn．・Nr．：

Datum　d．　Aufnahme（1970）：

Expos三tion＝

Neigung　（o）：

Gr6Be　d．　Probef玉ache（m2）：

簸6he　d．　Stτauchsch量cht（m）：

エ）ecku録g　d．　Strauchschicht　（0／／0）：

H6he　d．　Krautschicht（m）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）＝

Artenzahl：

調　査　番　号

調　査　月　日

方　　　　　位

傾　　　　斜
調　査　面　積

低木層の高さ

低木層植被率

草本層の高さ

草本層霜被塩
出　現　種　数

Trennarten　d．　Gese王lschaft　l

野ゴ0ん03ζZ7Z彦ん召ε　6246κ7πθ70ゴ4θS

β0θ海ηZ87ゴα犯ゆ02ZOπゴηθσ

翫4ε247σブ⑫0％∫0σ

Kenn卿　u．　り［、rellnarteη　（董．　圭1δheren　Einhe圭te21：

群落区分種
　カラスウリ

カラムシ

どナンカズラ

上級蒋ま位可成種

　　トコロ

S

K
Iく

S

K

Dゴ030078α　≠0々070

　1～κ∂κ3　1zゴ7ε彰∫24s

　／1ん6う∫σ〈～！4まπα≠α

　cψ1’ε瀞z6難鋸3駕724駕」｛zだノ∂1ゴ影s

　PO～ツ8と）ηκ鐸3ノ宏」肋ア彫ε

　Cαン74だαゴ⑳07ガαZ

　丑彦ゐyプゴ2〃π7Z厚》0π∫C忽解

Begleiter：

　五μ0κうσブ＠0π’0σ

＠‘87‘鋸3辮ンプ3∫ηα⑳躍α

P18ゴ0う」αS∫露S　6ん’泥0

のたゴ0♪08りπゴ⑫0πゴα4ε

Co彫解6露πζz　60〃z解24％ゴs

エ）♂⑫0724”zs63sゴ」θ

蹄6σ　sゴπ6πs∫ε

　クサイチゴ

　アケビ

　チヂミザサ

　　ミズヒキ

　ヤブガラシ

　　イヌワラビ

随伴種

　アオキ

シラカシ

アズマネザサ

ジャノヒゲ

ツユクサ

ボウチャクソウ

チャノキ

S

K
K
K
K
K
K
K：

　　　S

　　　K

S・K：

　　　S

　　　K

　　　K

　　　K

　　　K

　　　S

　　　K

1

9

7

E
30

18

1

90

13

2

9

7

E
20

21

　3

95

1

95

16

3

9

7

E
30

18

　2

20

1

80

15

4

9

3

80

　2

20

1

98

17

出現1睡の種AuBerdem　3e　einmahn　Aufn．　Nr．1：P醐4θ7毎30α734劔3　var．窺廓76ゴ
yo彦忽sα♂σ7風口　ハナタデ　K一十，　丑。海y7σπ’んθSブ4ρ0歪z∫0α

コ｝σ0勿0αゆ～4Sプbγ≠㈱函シ払ロK一十j113：エ万03607即ゴ6ゆ0毎0αヤマノイモK一ト，

i簸4：θ」ソπOS加福Z勉σρ召π’＠ゐ」y11麗〃ZアマチャヅルK：一十，．施κ∫掬吃y，躍σ0074ごZ≠σ

マユミ　S一十，Co鐸z～4s　oo／3”oo9グsσミズキS一十，ゐ。擁。θ7σノ妙。漉。αスイカズラK：一十・2．

　・

5。5

2・2

　●

　●

●

十

十

十

●

●

o

o

　o

十

十

　・

1・3

　●

十

　9

o

・

5・5

　●

・

十

●

●

十

十

●

十

十

十

十

2・2

　十

　十

1・2

　9

　十

　●

　十

3・3

十・2

2。2

2・3

3・3

　●

　o

　十

　十

　●

十・2

1。2

　十

　十

　十

1・1

　●

　●

　●

　十

　十

÷・2

　■

　●

　●

ヘクソカズラK：一十，

→一・2

5。5

　●

1・2

1。2

●

十

十

●

■

●

●

o

　十

　±

　十

十・2

　十

　十

　十

　9

　十

イノコズチK：一十．in　2：0んσ窮αθ1θ46α6欝う9πsセントウソウK一十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飛ε々400ρα7毎8毒4辮σ　トボシガラKニー十こ

　　　　　　　　　　　　　　　　ドクダミK一←，E2ωπツ規Z郎ε詑う014∫σ，耀S

PO1ツ90π麗抄Z

　　　　　　　，

301



⑯　ノチドメーチカラシバ群落

　　亙y〃060砂16甥β曲射σ一露π勉36劾辮σ10ρ6－

　6獅。∫46s－Gesellschaft（Tab．15）

　路傍には，多年生草本植物によって構成される

群落が帯状に生育する。路傍は，さまざまな人為

的影響を直接，闘接に受ける。軽いふみつけ，刈

取り，火入れなどが不定期に行なわれ，しかも多

かれ少なかれ過窒素化が進んでいる。このような

立地条件を反映して，路傍群落の中には，ヨモギ，

チカラシバ，シロツメクサ，ノチドメ，カモジグ

サ，セイヨウタンポポなどの好窒素性の多年生草

本植物が混生している（Fig．24）。

　ノチドメーチカラシバ群落は，チカラシバ，メ

ドハギ，カモジグサによって区分される。生育地

はシバ草地（ヒ熱讃ギーシバ群落）に接する刈取

　　　　　　潔孫〆・　・　　　’

　夢織．
隔　　響
勲　　　　　　　　舐

り圧のやや弱い立地にみられる。群落内にはノチ

ドメ，ナガバグサ，シバ，オオチドメ，シロツメ

クサなどの難度が比較的高い。また，カゼクサー

オオバコ群集の構成種であるオオバコもかなり侵

入生育している。

　ノチドメーチカラシバ群落は2つの下位群落の

区分が可能である。やや湿生立地にはカモジグサ，

ノチドメ，シロツメクサなどで区分されるカモジ

グサ下位群落が生育し，林縁に近い半陰性立地に

はメドハギ，クサイチゴで区分されるメドハギ下

位群落が生育する。

　ノチドメーチカラシバ群落は路傍における人為

的な影響を継続して受けることにより持続群落と

して存続する。上級単位は路傍雑草群落の最上級

の植生単位であるヨモギクラスに所属する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　、　　　　　　　　　　　　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌃甜
輪　．灘一　　　　　　　　　　　　　　・　　　、　　　　　　　。

蕪難嚢懸戴、　　　　。　・　　　　　’　買

騒g・24．参道ぞいに帯状に生育するノチドメーチカラシバ群落

　　　　Entlang　eines　Zuga無gsweges　sau磁artig　wachende憂y4γooo妙1召　，πα癬珈α・Pθ撒ゴs6∫繊πθ10ρ80κγo躍63－

　　　　Gesellscha£t（Nahe　des　Hauses　Homotsu・den）．
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明治神宮宮域林の植物祉会学的研究

Tab．拓．　ノチドメーチカラシバ舞落

　　　　　　　β夕〃oooちy16彫σ7∫≠飾zσ・P6，zπ’s9’観πσ1ψ86μプ。毎θs－Gese11schaft

Aufn，一Nr。：

Datum　d．　Aufnahme（1970）：

Exposition：

Neigung（。）：

Gr6Be　d．　Probe舩che（m2）：

H6he　d．　Vege亀at玉on（c…n）：

Deckung　d．　Vegeta擁on（96）：

Artenzah1：

調　査　番　号

調査年月　日

方　　　　　位

傾　　　　　斜

調　査　面　積

植生の高さ
全　植被　率
出　現　種　数

1

10

2

S
30

9

50

95

11

2

1G

2

S
30

6

60

95

16

3

10

2

一
3

60

90

19

4

6

18

2

40

98

9

　5

　6

18

SE
　3

　3

40

90

12

6

10

7

12

70

98

20

Trennart　d．　Gesellschaft：

　Pθπ霧∫S6々‘7πα10ρθOZ470ゴ4θ3

Tre無narten　d．　U籍tereinheite無：

　Z16ερ6ゴ69αo躍酵z6αガσ

　1～麗うん3　ん∫75κ禽‘s

　ル伽zゴs忽ρ廟。のs

　功4γooo妙18脚門川σ
　・4群。勿70π々αηzoガ

Kenn。u．　Trennarten　d．　h6heren　El油eiten：

ノ露S’∫0如ρ700謝zうθ233var．1θκo伽飾α

　融4ん」即め6γ8ゴαブの0π’‘α

　7ン肋～∫盛物プ硯ρ6卸ε

　PO1ン辞》π多‘彫10チZ辞陰Sθ’麗解

　0辮1’soo7海α‘1α如

　Poσρ7σ勿癖3
　滋9アOSだSζ11【Z〃α∫¢var．，多糖海σうO

Begleiter：

　ZOツε∫ζ；ゴ6ゆ0日毎Cα

　1Pσ8｛∫ε7’ζZ　30σ％6θ鬼s　var。　7πζ躍プθ∫

　β夕4〆ooo’ア」6プ6解fガ∂プσ

　PJα2面go　os伽ゴ。α

　Co簿z鯵zθ1ゴπα　60刀η㍑ε〃zゴs

　E7∫9召プ0，多ρん∫1ζZ46々）んゴ0％S

　Kン〃動9σ8アσoゴ1」渤α

群落区分種
　チカラシバ

下位群落区分種

　メドハギ

　クサイチゴ

　ヨモギ

　ノチドメ

　カモジグサ

上級単位の標徴種及び籔分種

　キツネノマゴ

　ネズミガヤ

　シロツメグサ

　イヌタデ

　カタバミ

　ナガバグサ

　ヌカボ

随　　伴　　種

　シバ

　ヘクソカズラ

　オオチドメ

　オオバコ

　ツユクサ

　ハルジョオン

　　ヒメクグ

5・5　　4・4　　3。3　　4・4　　363　　4・4

i十・2　　イー・2　　　ρ←l

i　　　　　　　　　　i
i十　　　2・2　　2。2i
i　　　　　　　　　　i
i．±●2　＋　・i

●

●

●

o o

十

●

●

●

十・2 十

　●

十

　●

十

3・3

十

●

○

o

●

●

●

●

十・2

1・2

●

●

●

●

　十

十・2

　●

●

o

・

●

　十

十・2

　十

十・2

　0

　十

十・2

　●　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　●

i2。2　　　1。2　　　2。2i

i1弓2　　2．2　　十◎2i

　●

十・2

1・2

　0

●

1・2

十

　●

　十

1・2

　十

　〇

十・2

　，

十。2　十・2

　●　　　　　　　　　　●

●

1・2

　●

●

●

千・2

1・2

　●

●

o

　÷

十・2

十・2

　十

　●

●

　●

乎・2

3・3

　十

1・2

　十

出現1國の種AuBerdem頭eimnal　in　Aufn．　Nr．1：C礎6κ16雇σナキリスゲ十，加z241σαψ∫’σ如スズメノヤリ牽．　in　2：

よ47z4π4ゴπ♂1σ　乃∫7≠σ　トダシバ3・3，　2「〃zρθ7α’β　oyZ∫錫47∫oσ　var．々08，48露　チガヤ　1。2，　君（協1妙々α　α～4s〃σ露ε　エノキグサ　十。

丑7’乃アακo％乃’⑫ゴ4鋸s　コブナグサ　十，C¢1だs　s伽θ7zs飴var，ブ¢ρo，露。αエノキ　十，　Zz7ακασz6駕｛痂厚％αJeセイヨゥタン水軍　十，

in　3：勘Sご2κ4ρα7痴87κ”Zαi・ボシガラ　十，　Eが望70π0σ刃αゴε匁S飴ヒメムカシヨモギ十，　エ，ッ3∫解σ0海αゴ⑫0痂0αf．3κうS63ε∫1f5

コナスビ十，Eガ8270π3％寵α〃6鬼皮3オオアレチノギク十．　in　5：Ro醒短σメ》Sε2440α0α0毎ハリエンジュ十，・POσαππκαスズ

メノカタビラエ・2．in　6：PO館πガ””々1擁ヂ露σπβオヘビイチゴ十讐　00グタ324ε　60π≠〆OZ姶7εσ　ミズキ十，　PO1ン即％π解yo々躍3βノσπμ甥

ハナタデ→一，　・40ゐッアσ，Z鍛8Sゴ⑫0艶2∫Cβイノ雛ズチ十，　Cσッ7σガαブ¢ρ0”’0αヤブガラシ十，　醗0703’6即．欝π加窮ゴ726観πvar・

ρoJys如0々卸〃πアシボソ十・2．
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（1の　チヂミザサーアシボソ群落

　　0ρZ∫s彫θ纏s纏4〃α妙b1∫％3－M伽。ε≠θg珈翅

　擁〃2勿θ％〃zvar．ρ01夕s如6勿％魏一Gesellschaft

　（Tab．16）

　チヂミザサーアシポソ群落は林縁に沿って生育

する草本植物群落で，機能的にはソデ群落に杷当

する。群落構成種にはアシボソ，キツネノマゴ，

チヂミザサ，ヌカボ，ネズミガヤ，イノコズチ，

クサイチゴなどの草丈の低い1年生～多年生草本

植物があり，生育する幽現回数は，平均21種であ

る。キツネノマゴやクサイチ：ゴでは局所的に優占

する。群落の最盛期は8～9月であり，群落の高

さは80～90C阻に達する。

　群落の立地は，道路と森林との間に位置し，踏

圧や除草などの軽い人為的な影響のある場所であ

る。さらに，森林の林冠部による日光のひ陰によ

って常に半日陰で適温な状態にあり，しかも，樹

木の落葉によって有機物の供給を受ける場所でも

ある。ノチドメーチカラシバ群落との種組成の差

は，このような立地の差によるものと考えられる。

　チヂミザサーアシボソ群落は3つの下位群落に

区分される。クラマゴケ下位群落はクマラゴケ，

タチゴケ，ハハコグサ，クサイなどで区分され，

最も湿った立地を占める。ヤブガラシ下位群落は

ヤブガラシ，ヨモギ，アズマネザサで区分され，

森林生の種を最も多く含むことから，土壌が柔ら

かく遷移の進んだ（あるいは人為的圧迫の少ない）

場所に生育する群落単位である。典型下位群落は

特別な区分種をもたず，立地条件は両者の中間で

ある。

　チヂミザサーアシボソ群落は常緑広葉樹林域に

分布するソデ群落の一つとして，今後植生調査資

料の蓄積とともにヨモギクラスへの体系化が行な

われる可能性がある。
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E　シバ草原

　神宮四域の北方，宝物殿に向かう平地やなだら

かな斜面は，一面シバの優得する草原となり，森

林群落とは対照的な開放景観域となっている。こ

のシバ草原は在来のシバZoッ廊ブσρo耽αを主と

し，造成当時より，定期的な刈取りと，施肥，人

為による油圧などの影響によって持続してきてい

る。

　宮域内のシバ草地は都心に位置するため年間を

通じて来訪者が絶えず，踏圧の激しいところは，

シバが衰退してオオバコ群落に変化している部分

も多い。しかし，さくによって人間の立入を禁じ

ている場所では，シバ草：原は持続しているが，刈

取りの軽微なところでは，オオバコ群落への退行

の場合とは逆にススキ草原への先駆的な相観を示

すところもある。

㈲　ヒメハギーシバ群落

　　Po砂g認αブ砂。勉6σ㍉Zo夕s∫αブ＠o窺6α一Gese11－

　schaft（Tab．17）

　神宮内のシバ草原は，シバ，脂血チドメ，ヌカ

ボ，コスミレ，ヒメハギ，ネジバナ，チチコグサ

などの晶群の存在によって，ヒメハギーシバ群落

にまとめられた。一般にシバが広域的に優占する

が，局所的にヌカボ，ヒメヤブラン，シロツメク

サの密生する植分もある。群落を通じてオオバコ

の植被率はきわめて低いことから，人為的な踏圧

はきわめて軽いことがいえる。群落高は2Clnを最

低に，30cmまでとかなり幅があるが，これは刈取

りを主とする人為的な影響の差によるものであり，

それが種組成にも強い変化を与えている。

　ヒメハギーシバ群落は7種の組合せでウシクサ

下位群落およびカニツリグサ下位群落に区分され

る。ウシクサ下位群落はニガナ，ウシクサ，ヒメ

ヤブラン，アズマネザサなどによって区分され，
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カニツリグサ下位群落はメドハギ，カニツリグサ，

シロツメクサ，スズメノヒエ，ヒメスイパ，チガ

ヤ，スズメノヤリなどによって区分される。前者

のウシクサ下位群落は群落高がきわめて低く5cm

以下であり，刈取り圧を強く受けている。したが

って，シバの被度は低下し，逆に草丈の低いヒメ

ヤブラン，ウシクサなどの小形の草本植物の難度

が増加している。土壌は乾燥しやすい。一方，後

者のカニツリグサ下位群落は刈取りの問隔が長く

その影響はウシクサ下位群落より軽い。群落の高

さは30～50cm内外であり，カニツリグサ，シロツ

メクサ㌻ヒメスイバ，ヌカボ，オオチドメなどの

被度が高い。シバの勢いも強く，全面的に優蒸し

ている。また，群落内には隣i接する樹木から種子

が飛散して発芽したばかりのムクノキ，ソメイヨ

　　　“鶴疏

シノなども見出される。

　わが国ではシバ草原は，主に牛馬の放牧地に見

られる。牛馬によるきっ食によって常に深草型の

草原となる。ここではこの生物要因と，人為的な

刈取りの植物に与える機械的な作用が共通するこ

とになる。両者には，種組成にきわめて共通性が

みられる。植物社会学的な群落分類では，群集命

名は，まだ資料不足ではあるが，少なくともシバ

群団，ススキオーダー，ススキクラスに位置づけ

られることは明らかである。

　以上のようにシバ草原は人為的な影響と，遷移

的な発達とのバランスの中で持続している。した

がって，その特性をよく理解し，誤りのない管理

が要求される（Fig．25，26）。

泄　　輝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院　ザw　一　　一滞帰趨3難　鰯μ・雛．臥　榔’斜㈱　　…鷲郷ργ　　一　　　　　　　　　　　　　輩

　　・　　　κ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　ご　　　　　　　　　　　／　　　ら～獣㌻

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　メタ　ぶが　　ノド

　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド‘　　　．び　∵・・際鴻芝劉“四

・　凱㌃・．2　，、二照∴ぱ冨．’　／凄　㍉　㌦イバ㌃．、讃妙ゴ　ド　ゴギドノ∴．　　，7　　俘

Fig。25．入聞の立入を禁止した芝生（シバを主体としオオチドメ，　　　　　　　　カニソリクサ，

一灘蟻
溝

　　　　　　鍵

難縫

鶴

醸
　懸織

灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌカホ，コスミレ，　　　　　　　チカヤなどが生育している）
Auf　Rase捻，　d肥nlcht　betreten　werden　durfen，　dom圭niert　Zoysゴαノ＠o艶2Jo召neben御47000砂167σ7溺ガ。プα，

オg703だ36伽伽var．，z～4励。，耀oJαブα鋤zf‘4，7ケゴsθ’襯醐4伽z　u．　a，dle　dle　gle呈che　Wuchsform　zeigen．
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F　路上植物群落

　たえず人に踏みつけられる道路わき，グラウン

ド，農道などには，オオバコを主とする雑草群落

が生育している。また，シバ群落は激しい人の立

入りによって，オオバコ群落に退化している現象

もしばしば観察される。このような人為圧の最も

強い場所では，生育可能な植物の種類は限られて

いる。踏襲に耐える種類にはオオバコ，クサイ，

カゼクサ，スズメノヒエなど叢生状の生育形をも

つもの，およびシロツメクサなどのほふく性の種

が多い。踏圧が強まるに従って，スズメノカタビ

ラ，ツメクサなどのわい性の1年生草本植物の疎

生する群落となり，ついに無難生地となる。した

がって，路上の植物群落は生存ぎりぎりの立地に

生育する群落である。

　神宮宮域内の各所の通りは玉砂利が敷きつめて
　　　　　　　　　　　　　　　脳沿　　　　　序　　’　　　　　　　　　　厚騨　　　　γ

あり，人の通行も多いため，植物はほとんど生育

していない。まれにニワホコリ，コニシキソウな

どが生育している。オオバコ群落が旺盛に生育し

ている場所は，宝物殿南西の広大な芝地の中であ

る。ここは，シバ草地として管理されてはいるが，

入間の立入りが多いため，シバの生育はおさえら

れ，オオバコが侵入，生育している。樹林に近い

半陰地では，とくにオオバコの難度が高く，とき

に純群落が形成されているところもある。

（1⑤　カゼクサーオオパコ群集i

　　Erag罫ostio　ferr嚢ginei－Plan－

tagi捻etum（Tab．18）

　宮域内におけるオオバコ群落は，カゼクサ，ク

サイを欝欝種および区分種としてカゼクサーオオ

パコ群集にまとめられる。植生域全体にオオバコ

鑛．
色　　　　漆油

　しが　　が

霧雲馨

Fig．26．

繊

内灘

　　　　　　　　　　　　　　　灘胸懸難　羅垂、難1灘霧灘礁鋸

　　　　・　　　　　　　　　　灘繊難鍾、胆嚢纏難難灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　、・難　’　『　　　　　一　　　　締　灘『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購、一鍵藻騨灘灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、。難＿。，灘鑛碧羅．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　翰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影　囁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．・、蒙．・餐難、嚢『織購

立入りが許される芝地（踏圧によってシバが消え，かわってオオバコ，スズメノカタビラなどが繁茂している）

Wo　Rasen　betreten　werden，　verschwi聡det　Zoy3ゴのσρoπ∫‘α．　Statt　dessen　ste11en　slch　PJ翻σ80σ5∫σだ。σ，

Poσσ匁πz4ζz　und　andere尋Lrten　der　Trittgesdlscha蚕ten　ein．
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が優聞するが，カゼクサは丁度20％内外，クサイ

は5％内外で高常二度で出現する。クサイは1年

生の帰化植物であるが，立地が適潤地であること

を指標する。かつて一面に生育していたと思われ

るシバは踏圧によって生活力がおとろえ，所によ

っては全く営門化している部分もある。一方，踏

みつけのやや軽微なところではヌカボ，ハルジョ

オンなどが生育する。

　カゼクがオオバコ群集で代表されるオオバコ

群落は，草本群落域における人間の植生に対する

干渉程度を指標する。したがって，これらの植生

動態を芝生の適正な管理の指針とすることができ

る。

（1の　ニワホコリーコニシキソウ群落

　　E7σ970s’ゴs解π1’ゴ。卿128－Eゆ1盆。乃ゴαsゆ初α一

　Gesellscha董t（Tab．19）

　人間の往来の激しい路上や，建物に接し，しば

しば除草や，落葉の除去が行なわれる空地，また

は砂利の敷きつめられた通路などには，もはやオ

オバコを主とする多年生草本群落は生育が困難と

なる。これらに代わって短期間に生育可能な1年

生草本が草高の低いまばらな群落となっている。

　ニワホコリーコニシキソウ群落の主要な構成種

にはコニシキソウ，コケオトギリ，ヒメミカンソ

ウ，キツネノマゴ，ゴウシュウアリタソウ，ザク

ロソウなどの丈の低い分枝型ないしほふく型の生

育形をもつ草本類や，ニワホコ】ハコスミレ，コ

アゼテンツキなどの叢生形の草本植物が共存して

いる。群落全体の二度は10％から80％まで差があ

るが，それぞれの個体が小形であるため，植物胃

体はあまり目立たない。

　神宮域内のこのような1年生草本群落はコスミ

レ，コニシキソウ，ロケオトギリ，ニワホコリな

どを区分種としてまとめられた。この群落単位は，

立地のわずかな差に対応して3つの下位群落に区

明治神宮宮域林の植物社会学的研究

分される。ゴウシュウアリタソウ下位群落はゴウ

シュウアリタソウ，トキンソウ，ザクロソウ，イ

ヌビユなどによって区分される。この群落は，建

物わきの湿った土壌上に見られるゴウシュウアリ

タソウ，イヌビユなどの好窒素性植物が多いこと

から，土壌中の窒素含有量が高いことが推定され

る。コアゼテンツキ下位群落はコアゼテンツキ，

ヒメミカンソウ，キツネノマゴなどによって区分

される。生育立地は砂利におおわれており，人に

よって踏みつけの激しいところであるが，砂利の

間にこれらのわい性草本植物が生育可能である。

アキメヒシバ，メヒシバなども常在的に出現する。

生育地は宝物殿中庭である。典型下位群落は特別

な区分種をもたず，出現種数も少ない。この群落

は御社殿内の玉砂利敷地に見られる。ここはしば

しば除草が行なわれている。

　ニワホコリーコニシキソウ群落の植物町会学的

な位置づけは，資料の不足のためまだ体系は確立

されていない。しかし，現在のところオオバコク

ラスと裸地に囲まれた，極端な立地に生育する1

年生草本群落として，スズメノカタビラ群団を構

成するものと考えられる。しかし，湿生地に見ら

れる好窒素性短期1年生：草本群落の矯性イグサク

ラスに含められる可能性ももっている。

⑱　ハキダメギクームラサキカタパミ群落

　　Gσ1蜘so8σo漉α加。0㌶1ゴs　co名y辮ろosαGe－

　sellschaft（Tab．20）

　ハキダメギクームラサキカタパミ群落は，路傍，

畑のすみ，または建物のわきなどにおいて玉砂利

を敷いた場所などに生育する雑草群落の1つであ

る。このような場所は，不定期な除草，踏圧，ゴ

ミの堆積，過剰な雨水などの入管的な影響を受け

る。群落構成種にはムラサキカタバミ，ハキダメ

ギク，スズメノカタビラ，エノキグサ，スギナ，

メヒシバ，ミミナグサなどが見られ，一一般に1年
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生草：本植物と，：草丈の低い多年生草本植物で占め

られている。

　ハキダメギクームラサキカタバミ群落の主要な

構成種であるムラサキカタバミは，元来帰化植物

であるが，根茎の基部に多数の小塊をつけ，土壌

の撹乱に便乗してこれらの小塊を分散させ繁殖す

Tab．20．　ハキダメギクームラサキカタバミ群落

る。したがって，いったんはびこると根絶は困難i

で，庭園の強害草となっている。

　ハキダメギクームラサキカタパミ群落は，耕作

地生の好窒素性雑草を多く含むことから，生育す

る土壌は比較的肥沃であることが判定される。

　　　　　Gα1∫π308㍑o∫露σ如・0κσ1げ3ω7y〃め。εα一Gese王lschaft，

Aufn．・Nr。：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

1）atum　d．　Aufnah斑e：　　　　　　　　　　　　　　　調　査　月　鑓（ユ970）

Gr66e　d。　Probefl盗che（m2）：

H6he　d。　Krautschich宅（cm）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Decku薫g　d．　Moossch呈chち（％）：

Artenza難1：

調　査　面　積

草本層の高さ

草本層植被率

コケ層植被率

出　現種数

1

6

24

1

5

40

13

2

6

24

2

20

50

13

3

6

17

4

10

60

10

14

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　0κ｛z1∫soo7夕駕ゐ03σ

　αZlfπ309α0ゴ1’α’α
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　0κα1ゴ3‘07，が024σ∫α

　s’611ζz7fα辮6ゴξσ
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　POαα，～犯μα

　君プゴ8270πρ痂」σご∫θ砂ゐゴ0κS

　乃アαπσα4輝げ。励α16

　Eを謬‘ゴ36∫卿πごz7麗鬼3θ

　乃加1ゴ紛π7砂θπ3

　鞠ア。π∫oσσ7〃θπ5’s

　琢力θ7ξα〃π1ακμ甥

　D2κ乃θsπ劔6ん7y3ごz撹んσ

　P1α撹σgo　43∫αだ。α

　POlygり窺‘彿10，387’38’24規

　滋0勘y7σ擢んθ3ブ¢ρ0毎0σ

　Pπ7〃凄ε％00ゴ3Sκ3≠γゴ0凄4⑫配α≠α

　五θ5カ84醗αδ246γ望万

　．49γOS≠∫s　o1⑳σ絃var．73嬬αδo

　Eb24≠如ツ漉α007躍σ忽

　・4訪ン7∫μ，ππψ0毎0紛π

　Po砂80，躍窺ツ。々麗3α毎診3κ辮

　1～0う伽露ρε6露♂0α0α0∫α

　PO乃1fαππ’αチZ3

　Cω2008ρ乃σ1観π．εμρ7α46‘o〃ψoε舜震規

群落区分種
　ムラサキカタバミ

　ハキダメギク

上級単位構成種

　エノキグサ

　ミミナグサ

　メヒシバ

　アキメヒシバ

　カタバミ

　コハコベ

随伴種

　スズメノカタビラ

　ハルジョオン

　セイヨウタンポポ

　スギナ

　シロツメクサ

　タチイヌノフグリ

　コケオトギリ
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　オオバコ

　イヌタデ
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　ドクダミ

　イヌワラビ
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G　ショウブ園の雑草群落

　林苑の南部にある内苑（旧御苑）には花しょう

ぶ園があり，花期の6月上～中旬は観客で賑わい

を見せる。花しょうぶは水湿地や低湿地に植栽さ

れるが，起伏の少ない内苑では，谷戸状地形の最

も低い場所に帯状に細長く植栽地がもうけられて

いる。当時の記録では80余種1，640株が植栽され

たといわれている。

T3b。21．　トキンソウーウリクサ群集

　　　　　Centipedo－Vandellietum　crustaceae．　r

Nr．　d．　Aufnahme：

Datum　d．　Aufnahme：

Grd8e　d．　Probe飴che（m2）＝

H6he　d．　Kτau亡schicht（cln）：

Deckung　d．　Krautschicht（％）：

Deckung　d．　Moossc無量cht（％）：

Artenzahl：

⑯　　トキンソウーウリクサ群集

　　Centipedo・Vande亙1ietum
　crustaceae　（Tab．21）

　花しょうぶが生育する土壌は，常に湿性で，粘

土質にとみ，排水は比較的不良である。ここでは

人為的に耕起，施肥，湛排水，除草などが行なわ

れる。地表薗に接するように小形の草本植物が生

育する。群落の区分種にはトキンソウ，ヒデリコ，

調査地番号
調査年月日

調　査面穰
草本層の高さ

草本手植被率

コケ層植被率

出現種別

ユ　　2　　3　　4　　5
ヤ0　　270　　♪70　　’70　　ヤ0

1112　　11～2　　11／2　　11／2　　11／2

9　　6　　9　　9　　9

101010105
20　　　40　　　20　　　　30　　　　10

10　　　　10　　　20　　　　－　　　　10

工1　　　14　　　　14　　　　17　　　　19

K：ennarten　d．　Ass．：

　cεπ’ψθ4σ〃zゴ痂規α

　距72491」ゴσoγz4s如αヲα

Ken照rten　d．　h6heren　Elnhe圭ten：

　躍鋭う7ゴ5ちア1∫s，擁1∫α08σ‘

　E1ω0加万3　yo々030θ7Z3∫S

　O27の0が6万ε飾α1’0’70∫4召S

　c鎚θア％sか勿

　砺ρ87ゴα47πzσκ躍魏

　漁2～‘εノψ伽’α68

Beg三eiter：

　0α74σチπ加εガθ卿‘OSα

　S’θ1」σγ毎α1S言犯召var．　Z4髭4κ1σ∫α

　Eガ9670，36ππαご∫θ7Z3∫S

　丑07勿4’π漉0σ

　0κα」ゴs607擁α41β故

　エ万欝’如7毎σ430ε鬼ゴのzs

　sα82G解ブ砂。蛎6σ

　Eガ8670π3～〃π認787ZS’3

　Scrophulariaceae　sp．

　L砂sσ刃σ乃κ〃3∫〃s

　エ万9ゴ如ガσ擁01σSσのZ3

　勘’0ナZα漉110Sα

　PJσπ忽90σS∫αだ0α

　Gπの乃σ1ゴ～〃π雌πθ

　Cツρεπ‘3sl）．

群集標艶種
　i・キソソウ

　ウリクサ

上級単位の種

　ヒデリコ

　マツバイ

　ミズワラビ

　コゴメガヤツリ

　コケオトギリ

　i・キワハゼ

随　　伴　　種

　タネツケバナ

　ノミノフスマ

　ヒメムカシヨモギ

　イヌガラシ

　カタバミ

　メヒシバ

　ツメクサ

　ォォァレチノギク

　ゴマノバグサ科の～種

　ヤブタどうコ

　アキメヒシバ

　クワクサ

　オオバコ

　ハハコグサ

　カヤツリグサの一種

1。2　　十　　牽　　十　　牽

十　　十　　十　　　・　十・2

1・2

　十

十・2

　●

　■

　●

2。2

十・2

　十

　十

　●

　十

　●

　●

　●

　■

　●

　●

　o

　o

　o

3。3

十。2

o

o

十

十

十

●

十

十

十

〇

●

■

。　十・2　十・2

・　　十　　十

・　　十　　　・

・　　→一　　・

。　　十　÷。2

。　　十　　　。

1・2

2。2

　0

　●

　●

十・2

　●

　o

　十

　■

2・2

1・2

　十

　十

　十

　■

　●

手。2

　十

　◆

　十

　■

　●

　十

2。2

　●

．十

十。2

　十

　十

　十

　■

　●

十・2

　●

　十

　十

出現1回の種AuBer4em　le　einmal　in　Aufn．　Nr．1：1）o砂80，zz卿z　1伽診s6≠24魏イヌタデ十．　in　3：γ”oπ∫oαρ8γs言。αオオ

イヌノフグリ十，E7∫望70πρ屠」α464》麓0麗3ハルジョオン十・2，五y3跡Zσ6海σゴの＞0短0αf・sz｛6S8εS∫1∫3コナスビ十．搬4：POα

σ勉π2如スズメノカタビラ十．加5：Eg漉sθ凝欝α7刀6π36スギナ十，　Po砂8り％麗鋭yo彦κS∫σ鬼2‘物ハナタデ十，　Aoα1yρ乃σα2搏≠鈴

σ1∫Sエノキグサ十．
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ノミノフスマ，ウリクサなどである。これらの種

群は草丈がわずか10cm内外で，短期間に開花紬実

可能な1年生植物である。水田の休耕期闘，湿っ

た道路わき，排水した沼や溝などに一時的に生育

する植物群である。その他，ヒメムカシヨモギ，

イヌガラシ，カタバミ，オオアレチノギク，メヒ

シバなどの，畑地に生育する雑：草もわずかながら

共存している。

　トキンソウーウリクサ群集はタネツケバナ，ノ

ミノフスマなどによって冬季水田の休耕地雑草群

落であるノミノフスマーケキツネノボタン群集と

共通種が多い。しかし，ウリクサは水田よりもむ

しろ，路傍や畑地に生育する種である。また》ヒ

デリコ，マツバイ，コケオトギリなどのアゼナ群

団の種群を多くもっことから，短期1年生草本群

落であるアゼナ群団に含められるべきものと考え

られる。

2林苑内に生育する森林植物群落の相互比較

（1）種組成の比較

　野卑で考察された植物群落単位のうち，常緑，

夏緑をとわず，森林植生単位について，種組成を

比較したものがTab．22である。各植物群落の区

分種（識瑚種ともいう）がまず上段にあげられて

いる。スダジイークスノキ群i落は群落名にあげら

れた両種を区分種とするが，多かれ少なかれ他の

植生単位にも出現している。コナラーイヌシデ群

落は両種の他にモミの常在度が高い。イチョウー

トウカエデ群落は群落名にあげられた両種の他は

特魏な種群は晃られない。これは，カツラーキハ

ダ群落においても同様である。しかし，前者には

コナラが区分種としての役割を果たしている。ケ

ヤキ群落は，イヌガヤ，トチノキが結びついては

いるもののその独立性は低い。シケシダースギ群

落はシケシダ，クラマゴケ，コウヤワラビ，ヌス

ビトハギなど湿性地生の草本植物とよく結びつい

ている。

　これらの森林植物群落は，以上にあげられた区

分種の他に多くの共通種をもっている。書いかえ

れば，各群落で区分種となっているのは，主に高

木層を構成するかつて植栽された種類である。こ

れらの事実から，林崎はもともと植栽されてまだ

十分独立した群落として発達していないこと，群

落をささえている立地にあまり差がないことなど

が判完される。

　各群落に共通して出現する種類を生活形を主と

した要素別に区分すると，以下の通りになる。ま

ず，ヤブツパキクラスの種である常緑広葉樹や常

緑籐本にはシラカシ，アオキ，サカキ，ヒサカキ，

ネズミモチ，シロダモ，ヤツデ，モチノキ，ヤブ

ツバキ，アラカシ，アカガシ，タブノキ，キヅタ，

ビナンカズラなどがある。さらに常緑草本植物に

はジャノヒゲ，オオバジャノヒゲ，ベニシダがあ

る。これらの植物は将来常緑広葉樹林の構成種と

なるものであるから，草本層や低木層の現在の出

現量は同時に自然植生への復元度の指標となる。

この観点から見ると，立地の自然植生に近いクス

ノキースダジイ群落，ケヤキ群落は復元度が高い。

現在この地方に自生の見あたらない種や外来種の

イチョウートウカエデ群落は，反対に自然植生へ

の復元度は最も低いことがわかる。

　常緑植物の中には本来関東地方には分布しない

が，植栽によって生育し，その後存続するものに

シュロ，チャノキ，サザンカ，サンゴジュ，マテ

バシイなどがある。

　夏緑広葉樹を主とする二次林構成種（主として
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イヌシデーコナラ群団の種）にはケヤキ，エゴノ

キ，ミズキ，イロハモミジ，ムクノキ，ムラサキ

シキブ，コブシ，イイギリ，ウワミズザクラ，マ

ユミ，エノキ，ガマズミなどが各群落で高い常在

度で出現している。この中でケヤキ，イロハモミ

ジ，コブシなどは林苑造成の際に献木その他によ

って移植されたものである。しかし，エゴノキ，

ミズキ，イイギリ，ウワミズザクラ，エノキなど

は当初移入していないかまたはわずかの個体が移

植されたものである。したがって，現在これらの

種が全域にわたって多数見られることは，当時残

存していた内苑をはじめとする雑木林から二次的

に繁殖したものと考えられる。二次林構成種はイ

ヌシデーコナラ群落に多く趨現し，イチョウートウ

カエデ群落には少ない。しかし，常緑広葉樹林で

あるクスノキースダジイ群落には依然として多い。

　林内の人為的撹乱の詣標と見なされるマン｝群

落やソデ群落要索も各等分に高常在度で出現して

いる。マント群落の種のうちで，つる植物にはヘ

クソカズラ，アマチャヅル，ナツヅタ，ヤマノイ

モ，トコロ，アケビ，カラスウリなどがある。ま

た，ソデ群落の種にはチヂミザサ，ホウチャクソ

ウ｝イノコズチ，クサイチゴ，ミズヒキ，イヌワ

ラビ，ミドリヒメワラビなどが，各林分にまんべ

んなく出現している。しかし，イヌシデーコナラ

群落ではソデ群落構成種の常在度は低い。

　林苑内には以上の種群の他にアズマネザサ，ク

マザサ，ゼンマイなどの草原要素の植物が冤られ

る。とくに，全域にわたってアズマネザサが多い

ことは，森林がまだ十分発達していないことを指

標している。クマザサは植栽されたものが意図的

に残され繁茂したものである。

（2＞森林階層構造の比較

　林苑内の各森林群落について階層構造を中心に

比較が行なわれた。比較に用いられた要因は群落

高（樹高），各階層（高木層，亜高木層，低木層

明治神宮宮域林の植物社会学的研究

および草本層）の平均植被率，さらに群落構成種

の生活形を常緑広葉植物，夏緑広葉植物および針

葉樹に区分された。資料は，植物社会学的な方法

による群落表をもとに，総合判定基準を平均優占

百分率（簸ttleres　Machtigkeitsprozent）に換算して，

各階層ごとの高さの範囲を縦軸にとり平均植被率

の価を横軸にとって得られた面積をさらに，生活

形ごとに配分して図示したものである（Fig．27）。

すなわち，クスノキースダジイ群落を例にとるとジ

個々の調査資料の平均価は高木層の上隈が17m，

下限が8mで，植被率（横軸）が63％であるが，

その中で常緑広葉樹が40％，夏緑広葉樹が15％，

針葉樹が8％あることを示している。各階層の下

限は下層の上限の高さと一致している。

　以上の操作によって得られたFig．27によって

各群落の比較をすると，植生の高さは各群落とも

大差はないが，最も高い群落はイヌガヤーケヤキ群

落であることがはっきりした。ケヤキはあらゆる

樹木の中でもっとも高い樹冠をもっている。

　各階層の被度について比較すると，イヌシ弛

コナラ，　トウカエデーイチョウ，キハダーカツラの

各群落は高木層の発達がみられ，反面シケシダー

スギ群落は50％以下で，高木層にかなりの空間が

あることがわかる。亜高木層では各群落とも常に

30％内外であり，一定しているが，トウカエデー

イチョウの場合は極端に少ない。低木層ではキハ

ダーカツラ群落，イヌガヤーケヤキ群落，イヌシ

デーコナラ群落などが埋立っている。キハダーカツ

ラ群落の場合は7アオキの被度が大きいことが原

因であるが，常緑広葉樹が低木層から藪高木層へ

生長しつつあることがよみとれる。草本層の場合

はトウカエデーイチ滋ウ群落，キハ外カツラ群落

など，植栽地では被度が高い傾向がある。一方，

クスノキースダジイ群落，イヌシデーコナラ群落

イヌガヤーケヤキ群落などでは各階層の被度が交

互に増減していることがわかる。

　次に，常緑広葉樹の劉合を各群落で比較してみ
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ると，自然植生への復元の程度が判明する。もっ

とも常緑植物の割合が高い群落は当然，クスノキ

ースダジイ群落であるが，この群落においては常

緑植物の割合が各階層で平均しているのが特徴で

ある。夏緑広葉樹を樹冠にもつ他の群落では下層

に行くに従って常緑植物が多い。しかし，草本層

では，イヌガヤーケヤキ群落を除き，すべて夏緑

樹高
20m

15

iO

5

　zBi
（高木第1属

簗
編

ノ

木第2層）

／＄

低木履）

K　（草本層）

ズ

／

／

Bi

ζ

／

B2

S．

K

性植物の罰合が高いことは，森林の未発達性を指

標しているものと考えられる。さらに，キハダー

カツラ群落，シケシダースギ群落のように，多湿

な立地条件がより強く働き，夏緑性の草本植物を

繁茂させている原因となっている。針葉樹林とし

てのシケシダースギ群落では，夏緑性植物が優勢

で，常緑植物の復元は比較的遅いことがわかる。

．S
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Fig．27．　明治神宮の森林舞落の構造昆較模式図

　　　　Vergleichende　Struk加rschemen　der　Waldgesellschaften　des　Meiji－Schreins

　　　　細い斜線部：常緑広葉樹・草木　白色部：夏緑広葉樹・草木　太い斜線部：針葉樹

　　　　Schraffierung玉inks：Im競ergr這ne　Bau撮arten，　Mitte（weiB）：Sommergr這ne　Baumarte漁．　Schraf登erung

　　　　rech士s：Koniferen
　　　　Gese玉1schaft－Be量sp1ele．　Von　1圭nks　nach　rechts：α辮σ規。〃22耀。σ溺ρ1～07α一Cσs≠碗oρsゴ30㍑sρ∫諏如var．5詑うoJ一

　　　　疏一Gese王1schaft，0σゆゴπκ3’30加κ03々跡ρκ676κ33677傭一Gesellscha妻之，α助σJo嬬κ5ゐσ77∫ノz8’o伽一Z61々。槻

　　　　sθ77α如一Gesllschaft，ノ玉。67伽θ798ガα窺〃η一α，z々即δ〃。δσ一Gesellschaft，　P1～θ1Joゴθ館470難卿アz247θナ彦s8－Cθ70’4ψみ夕」一

　　　　1麗解ブ砂伽『02鍔2－Gesellschaft，滋’勿Fγゴ2〃πゴ⑫o海。露”z－C7勉≠o免πθガαノ＠o，zゴ。σ一Gesellschaft．
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明治紳宮宮域林の植物社会学的研究

3　隣接地域との比較による明治神宮の植生の植物社会学的位置づけ

（1）種組成による群落単位の検討

　明治神宮に形成されたこれらの森林植生が，植

物社会学上のどの植生単位に含められるのか，ま

た，現在，森林としてどの程度の発達段階にある

のかを検討するために，隣接地域の自然植生との

比較が行なわれた。明治神宮を囲む都市地域には

もはや厳密な意味での自然植生は存在していない

が，明治神宮を囲む東京都区内（自然教育園），

横浜市，埼玉県南東部，千葉市の各地域に残存す

る社寺林や残存林の群落組成表によって比較が行

なわれた（Tab．23，24）。

　Tab．23は常緑広葉樹林の比較である。これに

よれば，東京湾に面して生育する常緑広葉樹林は

ヤブコウジースダジイ群集とシラカシ群集に区：分

される（常緑広葉樹林には他にイノデータブ群集，

ホソバカナワラビースダジイ群集，マサキートベラ

群集が分布しているがジここでは省略されている）。

局地的にはヤブコウジースダジイ群集はヤブニッ

ケイ，マサキ，オオイタチシダ，　トベラ，イヌビ

ワ，カクレミノなどによって区分される。一方，

シラカシ群集はシラカラ，ムクノキ，ビナンカズ

ラ，サンショウ，コブシ，マユミ，オオバジャノ

ヒゲなどで識別される。両者は地域的にも分布域

が異なり，前者は海岸沿いのやや乾生立地に生育

するのに対し，後者は内陸の深い土壌を占める。両

群落域の境界は必ずしも明確なものではない。両

群落域の境界域に位置する埼玉牛飼東部，自然教

育園，千葉市などでは，立地のわずかな違いで群集

域が決定される。明治神宮は自然教育園と隣接し

てはいるが，より海岸線から遠く内陸的であるた

め，常緑広葉樹の森林植生はシラカシ群集Quer・

ce£um　myrsinaefonaeの可能性が強い。

事実，林苑内でのシラカシの生育はきわめてよく，

発達した林分では高木層を高帯締で占めている。

土壌条件も適合しており，土層の深い関東ローム

質：土壌であることもシラカシ群集の特徴と一致し

ている。

　シラカシ群集は，アオキ，ジャノヒゲ，シロダ

モ，ヒサカキ，ヤブツバキ争モチノキなど多くの

常緑植物によって上級単位ではやブツバキクラス

に所属される（Fig．28）。

　一方，夏緑広葉樹林においても常緑広葉樹林の

場合とよく似た傾向を示している。距離的に最も

近く位置する自然教育園と比較してみると，夏緑

広葉樹の植生単位の比較では，サカキ，ヤツデ，

モミ，クスノキなどが明治神宮にのみ出現し，自

然教育園との共通で他の地域に出現しないものに

イロハモミジ，イイギリなどがある。これらは植

栽植物であるため，群落単位の独立性への貢献度

は低い。両地域を除く千葉市，横浜市，埼玉県南

東部の資料はいずれも，いわゆる薪炭林と呼ばれ

る二次林から得られたものである。これらは，ク

ヌギ，ヒカゲスゲ，ヤマコウバシ，ノガリヤスな

どを標声門および区分種としてクヌギーコナラ群

集Q魏eτcetum　acutissilno－serr滋ae

と呼ばれる。クヌギーコナラ群集では定期的な伐

採に適応した樹種とその下生えで構成されている。

明治神宮および自然教育園の夏緑広葉樹林は，植

栽植物のイイギリ，イロハモミジを含み，コナラ，

イヌシデ，ムクノキ，エノキ，コブシなどの高木

で構成されるが，コナラ，イヌシデを除いては伐

採後の再生力はきわめて弱い。このような特徴を

もつ夏緑広葉樹林は，ローム質の土壌の深い地域

で，常緑樹林への発達途上の森林に多く見られる。

現在までの資料では，まだ独立した群落名は与え

られていない。東京都の現存植生では，イヌシデー

コナラ群落として扱われている。イヌシデーコナ
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F三9．28。 南参道に見られるシラカシを主とした樹林

£i痕Q～招アα43彫ッァ3置フ2αθメ01露α一Waldbestand　an　der　sudhchen　Zugangss之raβe．

ラ群落およびクヌギーコナラ群集はコナラ，ガマ

ズミ，エゴノキ，ゴンズイ，イヌシデ，ウワミズ

ザクラなどの多くの夏緑性植物によって，イヌシ

デーコナラ群団に所属されている（Tab．24）。

（2）森林の発達程度の検詞

　植栽植生は，そのまま放置されるか，適切な管

理が行なわれると，時間とともにその立地の潜在

自然植生の方向に遷移する。植栽後60数年を経過

した明治神宮の常緑広菓樹林が，現在どの程度自

然植生に接近しているか，種類相および量的な要

因で検討・考察された。

　まず，明治神宮にのみ出現する植物にサカキ，

クスノキ，クロマツ，イチョウなどがあるが，こ

れらは植栽植物であるから，とくに明治神宮林の

独立性を指標とすることはできない。さらに｝自

然教育園との共通種にイロハモミジ，イイギリが

あるが，これらも植栽されたものが，二次的に繁

殖：したものである。

　自然林への復元の程度を示すヤブツバキクラス

の標徴種は，低木植物や高木植物については各地

域とほぼ均等に畠現しており，明治神宮が特に遷

移が遅れているとは考えられない。しかし，草本

層構成植物は明治神宮の場合常緑植：物の出現の程
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度は低い。例えばヤプツバキクラス林の構成種で

あるヤブラン，ベニシダ，ヤブコウジ，ナキリス

ゲ，シュンランなどの常在度がきわめて低い。こ

れらの植物は発達した常緑広葉樹林であれば，土

地条件の如何をとわず，高い常在度で出現する。

また，常在度は低いが関東地方の自然林に広く出

現するオクマワラビ，ヤブソテツ，ヤマイタチシ

ダなどのシダ植物も，林苑内には晃出されてはい

ない。草本層にこれらの本来の霞台林構成種が欠

け，または生育が悪いことは，いろいろな意味に

解釈されるが，森林発達の程度を示す一つの尺度

であることは間違いない。少なくとも，いわゆる

管理一ヒの立地の擬乱などの単純な闇題ではないと

考えられる。

　群落構成種のうちで夏緑広葉植物の存在は常緑

植物とは逆の指標となる。林苑にはミズキ，クサ

イチゴ，イノコズチ，ミドリヒメワラビなどが他

の地域に比較して貝立って多い。これらの二二は

本来林縁に生じるものであるが，これらが常緑広

葉樹林内に生育することは三冠の発達が不や分で

あることと，同時に，森林の発達が遅れているこ

との指標でもある。

　コナラやケヤキなどのいわゆる夏緑広葉樹林に

ついても，上記の各地域における二次林や残存林

との比較検討が行なわれた。

　夏緑広葉樹の場合は，それらの森林の発達の前

段階の植生，例えば，ススキ草原，ササ草地，林

縁植生などが森林の発達の程度や保存状態の悪さ

の指標となる。

　アズマネザサ，ヘクソカズラ，フジ，ヤマノイ

モ，ナツヅタ，トコロ，スイカズラなどの草原植

物および林二二のつる植物は，各地域とも共通し

て出現している。しかし，サルトリイバラ，シラ

ヤマギク，ノイバラ，ツルウメモドキ，モミジイ

チゴ，ノダケ，ノブドウ，シオデ，トボシガラ，

アキノキリンソウなどの植物は明治神宮林苑内で

はきわめて劣勢か，またはほとんど出現していな

明治神宮宮域林の植物社会学的研究

い。したがって，三二，とくに内苑に見られるイ

ヌシデコーナラ群落は，周辺地域との比較に関す

る限り比較的遷移の進んだ，発達した林分という

ことができる。

　イヌシデーコナラ群落はシラカシ，ピサカキ，

ヤブコウジ，シロダモなどの常緑植物の畠現によ

って，潜在自然植生がシラカシ群集であることが

判定される。

　前項で考察された森林の構造上の比較を，明治

神宮と他の隣接地域とにおいて示したのがFig．

29である。

　明治神宮林では最も発達した植生であるクスノ

キースダジイ群落と，夏緑広葉樹としては比較的

安定しているイヌシデーコナラ群落を取り上げた。

比較された林分は埼玉県南東部におけるシラカシ

群集Quercetu魚myrsinaefoliaeと，
クヌギーコナラ群集Quercetum　acut圭ss－

i撮。－serrataeである。さらに，横浜市にお

ける薪炭林（やはりクヌギーコナラ群集）の構造模

式も加えて検討された。

　植生高および階層横造については，埼玉県にお

けるシラカシ群集と，明治神宮の植物群落はきわ

めてよく似ている。しかし，高木層の発達程度は

後者の場合やや遅れている。このことは常緑植物

の割合で特に目立ちその差が明らかである。

　夏緑広葉樹林では，明治神宮の方が植生高で勝

り，常緑植物の二合も多く，より発達しているこ

とが判定される。とくに亜高木層にまで常緑植物

が多く見られることは，潜在自然植生の構成種で

あるシイ，カシ類が，十分生長しつつあることを

示している。横浜におけるクヌギーコナラ群集は，

定期的に伐採されながら持続する薪炭林の典型的

な講造を示している。

　潜在自然植生がシラカシ四域において薪炭林と

してのクヌギーコナラ群集の人為的影響を防止し

た場合，F圭g。29に配列されているように右から左

へと遷移して行くものと考えられる。
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　以上明治神宮林の現存林から，その立地の潜在

自然植生ないしは極根林への発達の程度を相観的

ならびに群落の質を重視した種組成的な観点から

考察すると，相観的には自然林に近い形での森林

形態が形成されている。しかし，植物社会学的な

種組成の状態から見ると，まだその立地本来の自

然植生の完全な形成までには相当の時間が必要で

あることを現在の林分や植生は示している。

　その原因としては，当時植栽にあたって全国か

らの献木の処理が必要であったことがあげられる。

　樹高
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5

笏

S

　81’

傭
　第1履）
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同時に，貨本の経験的，伝統的な造園手法によっ

て相当配慮した植栽配列が行なわれている。した

がって，現代の植生学の知見から考察すると，樹

種の選択と各植物の配列に，より厳密な立地条件

の調査と植生学的な調査・研究の成果を基礎とし

た終局的な各自然林，自然植生の植物社会学的な

種組成を処方箋としての神宮林，郷土林の形成を

図れば，より短期聞に，より多様な潜在自然植生

の顕在化が可能である。
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Fig。29．明治神宮の代表的な森林と隣接地域の森林との構造比較摸式図（Fig．27も参照）
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明治神宮宮域林の植物社会学的研究

4植生図

　明治神宮域において局地的な群落区分による植

生図および，潜在自然植生図が作成された。これ

らの2つの植生図は縮尺1：1000～1250で描かれ，

およそ1：1700で印刷された。

（1）局地的な群落区分による現存植生図

　今回の植生調査で明らかにされた局地的な群落

区分による植生単位から，26の凡例にまとめ，現

存植生図が作成された（Karte　1）。

　宮域は，建造物の周辺や道路を除くと，ほとん

どが森林群落でおおわれている。森林植生の中で

もっとも発達したクスノキースダジイ群落は御社

殿の周辺および参道（北および南）を中心に見ら

れ，全体的には東方に遍して分布している。クス

ノキースダジイ群落の典型部はとくに森林が生育

する部分の中心部に位置し，もっとも森厳な雰囲

気をただよわせている。この群落の周辺にはクス

ノキースダジイ群落のクサイチゴ下位群落がとり

まいている。この分布は林縁部からの日光の透入

の影響範囲にかぎられているものと考えられる。

　夏緑広葉樹を主体とするイヌシデーコナラ群落

は内苑を中心に見られ，全体的には西方にかたよ

って分布しているが，一部は社務所の北側にも生

育している。内苑に見られるイヌシデーコナラ群

落はヤマツツジ下位群落であり，林床に入事的な

管理が強く加わった部分に見られる。一方，イヌ

シデーコナラ群落のヤツデ下位群落は，林床に常

緑広葉樹の再生のよい林分であるが，これは一般

にクスノキースダジイ群落に接している。とくに，

西側の境界塀沿いにはイヌシデーコナラ群落のヤ

ツデ下位群落が帯状に広く分布している。

　夏緑広葉樹林のうちでイヌガヤーケヤキ群落，

キハダーカツラ群落はやや凹状地の湿生地に点在

している。さらに，御社殿西側で南池の上流部に

あたる湿性地にはシケシダースギ群落が見られる。

これらは造営当初の植栽になるものであるが，こ

れらの植物は自然状態でも渓谷沿いなどの適潤か

ら湿性の立地に生育するものであり，このような

適性を察知しての植栽と考えられる。トウカエデ

ーイチ・ウ群落は北門付近の乾性地に位置してい

る。

　植栽植物であるモウソウチクの一群が西北の一

角に，サカキ植栽地が西側の苗圃に，イヌツゲが

周囲の土塁上にそれぞれ見られる。

　森林の周辺部や，樹冠の切れ目などで日光の鳳

声の見られる部分にはつる植物の繁茂がいちじる

しい。これらはマント群落やソデ群落と呼ばれる

ものである。マント群落のカラムシーカラスウリ

群落やカナムグラーコヒルガオ群落は日射の透入

がより多く，しかも，主に夏緑植物で構成される

森林帯の南・西側の境界土塁に沿って見られる。

クサイチゴーアマチャヅル群落はこれとは対照的

に，受光量の少ない北側の林縁に沿って分布して

いる。林内を通る参遵ぞいにはノチドメーチカラ

シバ群落，チヂミザサーアシボソ群落などがソデ

群落として細く帯状に生育している。

　相観的にシバ草原と見られる群落は，場齎によ

って群落単位を異にする。内苑にある芝地は小面

積であるが，古くから刈取りで持続しており，踏

跡群落の植物をほとんど含まない。一方，北池周

辺の草地は，相観的にシバ草地であっても，実際

は人間の立入りによってオオバコ，カゼクサなど

の侵入が多い。

　以上の群落の他に御社殿や宝物殿附近の玉砂利

上にコニシキソウ一目ワホコリ群落，ショウブ田

にトキンソウーウリクサ群集が見られる。
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（2）潜在自然植生図（Karte　2）

　明治神宮宮域の位置する地形は一般的に平坦な

台地地形であり，地形的な起伏がきわめてわずか

にみられるにすぎない。しかし，北池および南池

を含む谷状地のように，谷の源頭部にあたると考

えられる一区域は勾配もあり，湿性で他の平坦地

と異にしている。西池は，人工的に流れをせきと

めて造成したものである。また，宮域の周囲の土

塁は高さ1．5～2mの盛土地で比較的乾燥しやすい

立地である。

　毒筆の大部分を占める平坦な台地は，今回作成

された明治神宮の現存植生，および周辺域の潜在

自然植生の分布（宮脇・奥田，1974，1975）など

から考察して，常緑広葉樹林のシラカシ群集典型

亜群集と推定される。東京湾に近い東京都の南東

地域一帯は，海岸部に分布するヤブコウジースダ

ジイ群集と，武蔵野台地を中心に生育する内陸生

のシラカシ群集の分布との接点にある。両者の境

界は必ずしも明確なものではない。隣接する自然

教育園には明治神宮と同様に人工による土塁が築

かれている。その上部の乾生地にはヤブコウジー

スダジイ群集が生育している。しかし，土塁を除

く他の台地上にはシラカシ群集の断片も見られる。

したがって，明治神宮の土塁の場合は比較的小規

模であるが，その潜在立地はヤブコウ鋲スダジ

イ群集と判定しても差支えないものと考えられる。
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現存のスダジイの生育は比較的良好である。

　北池および南池の付近の谷状地の斜面は，水分

条件に恵まれているためシラカシ群集のケヤキ亜

群集である。この立地に生畜する森林はシラカシ

の樹冠にムクノキ，ケヤキなどをまじえる高木林

で林床には，アオキ，シロダモなどとともにイロ

ハモミジ，ヤブラン，オクマワラビ，イノデ，ド

クダミ，イヌショウマなどを伴う。現存の植生で

はミズキ，ムクノキ，イロハモミジなどの出現度

が高い。またス毛カツラ，キハダなどの植栽が

行なわれている地域と一致する。シラカシ群集ケ

ヤキ亜群集の立地は武蔵野台地の谷状の斜面には

広く見られる（宮脇・奥田1974，宮脇・奥田1975

他）。

　現在ハナショウブが栽培されトキンソウーウリ

クサ群集が晃られる湿地は地下水位が高く，しか

も谷状地の水源付近に位置するため，栄養塩類の

供給が少なく貧栄養な立地である。このような場

所ではハンノキ群落の成立が考えられる。関東地

方におけるハンノキ群落の残存林分はきわめて少

なく，わずかに埼玉県東松山市付近や千葉県八積

付近にしか見られない。ハンノキ群落はハンノキ

の優占する湿生林で，林床にはスゲ類が生育する

（宮脇●契田食虹1975）。

　スイレンの栽培されている地は，ヒルムシロク

ラスの潜在立地と考えられるが，水辺に細帯状に

ヨシクラスの生育も考えられる。


